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令和５年度 

交流内容

【留学】 

メリノール校短期留学（令和６年３月１日　～３月 16 日：15 日間） 

・アメリカ合衆国ハワイ州にある姉妹校のメリノール校を１・２学年 10 名の生徒が

訪問し、ホームステイをしながら様々な交流活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セブ島研修（令和５年７月 16日　～　７月 29日：14 日間） 

・１・３学年の生徒７名がフィリピンのセブ島を訪れ、現地で語学研修を行ったり、

フィールドワークに出かけたりした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外研修旅行（令和５年８月 16 日　～　８月 27日：10 日間） 

・２学年 24 名の生徒がオーストラリアのシドニーを訪れホームステイをしながら姉

妹校であるペドポールディングカレッジの授業に参加したり、英語紙芝居「原爆の

子 さだ子の願い」の上演を行ったりした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 【受入れ】 

SAKURA サイエンス・プロジェクトによるイマキュレイト・コンセプションスクール・

バリウアッグ及びマンドラサ・アリア・ネジェリ高等学校生徒受入 

（令和５年 12 月６日　～　12 月８日：３日間） 

SAKURA サイエンス・プロジェクトにより来日した、姉妹校である、フィリピンのイマ

キュレイト・コンセプションスクール・バリウアッグ及びインドネシアのマンドラ

サ・アリア・ネジェリ高等学校の生徒８名を受け入れた。府中小学校及び府中東小学

校とも連携し様々な交流活動を行うとともに、平和記念公園や宮島でのフィールドワ

ークも行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【オンライン交流】 

アメリカのハバフォード大学の学生、フィリピンにあるイマキュレイト・コンセプシ

ョンスクール・バリウアッグ及びインドネシアにあるラモンガン地区の公立中学校・

高校とのウェブ交流会を年間 19 回開催（各回とも授業時間を利用し 50分間の交流を

行っている。） 

・１学年での開催日 

（４月 20 日、７月 14 日、９月 20 日、11月 10 日、11月 22 日、２月 14日、２月 16

日）合計７回 

姉妹校生徒に対して英語紙芝居「原爆の子　さだ子の願い」を上演したほか、好きな

音楽や住んでいる場所についてのプレゼンテーションを行ったり、広島を訪れた際の

フィールドワークの内容について話し合ったりした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２学年での開催日 

（10 月 19 日～２月 15 日の期間）合計９回 

　姉妹校生徒とチームを作り、SDGs の中から興味のあるテーマを設定してその背景

分析や解決策を議論してプレゼンテーション形式でまとめた。また好きな音楽や芸術

についてまとめてそれぞれの学校の生徒がプレゼンテーション形式で発表した。



 

今後の 

交流予定

令和６年度 

【留学（又は訪問）】 

姉妹校訪問 

（令和６年８月 17 日～８月 27 日：11 日間） 

・国際科生徒 30 名が姉妹校であるオーストラリアのペドポールディングカレッジを

訪問する。 

 

セブ島研修 

（令和６年７月 14 日～７月 28 日：15 日間） 

・国際科及び普通科の希望生徒がフィリピンのセブ島を訪問。現地での語学研修やフ

ィールドワークに参加する。 

 

【受入れ】 

ハワイ姉妹校生徒受入れ 

（令和６年６月 13 日～６月 27 日：15 日間） 

・ハワイにある姉妹校メリノール高校より生徒６名、引率教員２名をホームステイに

て受入れ、学校行事や授業を共同で行う。 

 

インドネシア・フィリピン姉妹校生徒受入れ 

（令和６年 12 月４日～12 月６日） 

・インドネシア及びフィリピンにある姉妹校（マンドラサ・アリア・ネジェリ高等学

校、イマキュレイト・コンセプションスクール・バリウアッグ）より SAKURA サイエ

ンスプログラムで来訪する生徒を受け入れ、全校で歓迎集会を行うとともに、国際科

生徒が平和公園や宮島を案内する。 

 

【オンライン交流】 

アメリカのハバフォード大学の学生、インドネシアのマンドラサ・アリア・ネジェリ

高等学校及びフィリピンのイマキュレイト・コンセプションスクール・バリウアッグ

の生徒、オーストラリアのペドポールディングカレッジの生徒とオンライ交流を合計

18回実施予定。 


